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　図５に示す通り、京都大学における様々な活動が、プラスとマイナスの環境影
響、つまり環境問題解決への貢献・推進力と環境負荷を与えています。それらの
実態を把握し、環境配慮のあり方を検討し、環境憲章を具現化すべく、図６に示
すような環境管理体制を整えています。

図５　京都大学の環境負荷／環境問題への貢献　～InputとOutputで見る～

図６　京都大学における環境管理の体制図
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≪現状・2005年度の取り組み≫ ≪今後の課題（計画）≫

≪京都大学環境憲章・基本計画≫
環境管理システムの確立

①　環境保全の活動を積極的に進めるため、本学のすべての構成員（教職員、学生、常駐する関連の会社員等）の協力のも
と、継続性のある環境マネジメントシステムを確立する。

　京都大学の環境管理（マネジメント）は、総長及び理事のもと、環境・安
全・衛生委員会が担当機関の協力を得て必要事項や法的要求事項の協議・対
応に当たるほかは、基本的に各部局に委ねられてきました。それに対し、全
学的／共通課題、教育・コミュニケーションについて、合理的かつ効果的に
取り組むため、2005年４月に環境安全保健機構が設置されました。
　機構設立初年度でもある2005年度は、環境管理については、一般的な環境
負荷情報（エネルギー使用量や廃棄物発生量など）の共有と信頼性の向上を
最優先課題としました。これまでは、情報やデータは各担当者のところで保
管されたままでアクセスも困難であり、また、内容や信頼性も、担当者の判
断や資質に頼っていました。そこで、まず、情報やデータの所在や区分を整
理し、情報共有に向けたアクセスの窓口をひとつにしました。また、情報や
データの均質化や信頼性向上に向けて、できるだけ大元となる一次データを
選び、取り扱いも単純にし、その手順を明示するなどの取り組みを行い、本
報告書の作成にも活かしました。

　環境管理システム構築に向けた取り組み
は、緒に就いたばかりと言えます。
　環境憲章の基本計画で述べられている
『すべての構成員の協力』や『継続性』の
確保を念頭に、意思決定の仕組みや実施体
制を見直し、実効性ある京都大学独自の環
境管理システムを模索し、確立していく必
要があります。

環境負荷の低減
②　教育・研究活動において、環境に影響を及ぼす要因とその程度を充分に解析し、評価するとともに、環境保全の向上に
努める。

③　環境関連の法令や協定を遵守することはもとより、可能な限り環境負荷を低減するため、汚染防止、省資源、省エネル
ギー、廃棄物削減等に積極的に取り組み、地域社会の模範的役割を果す。

④　環境マネジメントシステムをより積極的に活用し、地域社会と連携しつつ、本学の構成員が一致して環境保全活動の推
進に努める。

　京都大学における教育・研究・医療・社会貢献活動に伴い、様々な資源・
エネルギーが流入し、消費され、また廃棄物・汚染物質などとして排出され
ています（p.28図５参照）。そのうち、実態が把握できているのは、一部に
過ぎませんが、負荷低減に向けた試みも始めています。→p.31

　環境憲章の基本計画に述べられている通
り、『環境に影響を及ぼす要因とその程度
を十分に解析し、評価する』ことが第一ス
テップであり、温暖化ガス排出量削減等の
重点課題や、廃棄物等の未着手の課題を中
心に、解析・評価を進め、早急に実行体制
へ結びつける必要があります。

教育・研究の推進
⑤　本学構成員に環境保全活動を促す教育を充実させるとともに、環境保全に関連する研究を推進し、その成果を社会へ還
元する。

　教育・研究・医療の推進は、京都大学の中心的役割です。環境についても、
直接・間接的に関与する研究が精力的に展開されています。→p.50

　環境に関連する教育についても、積極的
な展開が必要と考えられます。

社会貢献・コミュニケーション
⑥　本学が教育と研究における国際的拠点であることから、環境保全面での国際協力に積極的な役割を果す。
⑦　環境監査を実施して、環境マネジメントシステムを見直し、環境保全活動の成果を広く公開する。

　京都大学においては、地域社会や日本のみならず、国際社会とも連動した
環境関連研究が多く展開されています。また、学生を含む構成員による社会
貢献・コミュニケーション活動もあり、これらも、京都大学を特徴づけるも
のと考えられます。→p.75

　『環境監査』や『成果の公開』について
は、本報告書の取り組みなどをベースに、
取り組みを始める予定です。
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表５　京都大学の具体的な取り組み


